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(百万円未満切捨て)

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 8,851 4.5 △28 － 52 △89.6 13 △95.8

2021年12月期第３四半期 8,473 △1.7 471 12.3 501 11.5 330 11.9
(注) 包括利益 2022年12月期第３四半期 17百万円( △95.1％) 2021年12月期第３四半期 356百万円( 47.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 2.58 －

2021年12月期第３四半期 61.60 －
　　

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 10,366 6,060 58.5

2021年12月期 11,056 6,450 58.3
(参考) 自己資本 2022年12月期第３四半期 6,060百万円 2021年12月期 6,450百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 10.00 － 18.00 28.00

2022年12月期 － 10.00 －

2022年12月期(予想) 18.00 28.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 4.3 40 △93.6 120 △82.1 80 △81.7 14.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料７～８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）及び（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期３Ｑ 5,367,800株 2021年12月期 5,367,800株

② 期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 150株 2021年12月期 150株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 5,367,650株 2021年12月期３Ｑ 5,367,650株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済社会活動が正常化に向かい持ち直しの動きは継続してい

るものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う原油価格や原材料価格の高騰、円安の進行による物価上昇が続き、その

先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは価格競争の激化や材料費の高騰など厳しい事業環境において収益力の向上を

図るため、新規販売の選別受注と採算管理の強化、収益基盤である保守契約台数の増加、利益率の高いリニューア

ル受注の推進に取り組んでまいりました。

以上の結果、売上高は8,851百万円（前年同四半期比4.5％増）、営業損失は28百万円（前年同四半期は471百万円

の営業利益）、経常利益は52百万円（前年同四半期比89.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13百万円

（前年同四半期比95.8％減）となりました。

大幅な減益の主因は、工事損失引当金の見積り方法の変更を行った結果、未引渡し工事に係る損失見込額が増加

し、工事損失引当金繰入額223百万円を売上原価に計上したことであります。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 自動ドア関連

リニューアル受注、メンテナンス売上が堅調に推移し、売上高は5,893百万円（前年同四半期比1.7％増）と

なりました。利益につきましては、工事損失引当金繰入額86百万円を売上原価に計上したこと等により、セグ

メント利益（営業利益）は1,361百万円（前年同四半期比10.6％減）となりました。

② 建具関連

大型物件の売上数が増加したこと等により、売上高は2,565百万円（前年同四半期比12.2％増）となりまし

た。利益につきましては、工事損失引当金繰入額135百万円を売上原価に計上したことや連結子会社の工場稼働

率の低下等により、セグメント損失（営業損失）は377百万円（前年同四半期は55百万円のセグメント損失（営

業損失））となりました。

③ その他

環境機器事業や付帯事業等は減少したものの、駐輪システム事業が好調に推移し、売上高は392百万円（前年

同四半期比0.6％増）、セグメント利益（営業利益）は37百万円（前年同四半期比4.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産額は、10,366百万円となり、前連結会計年度末と比べ689百万円の減

少となりました。これは投資その他の資産のその他に含まれている繰延税金資産が223百万円増加した一方で、仕掛

品が609百万円、受取手形及び売掛金が214百万円減少したこと等によるものであります。

負債総額は、4,306百万円となり、前連結会計年度末と比べ298百万円の減少となりました。これは電子記録債務

が645百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が919百万円減少したこと等によるものであります。

純資産総額は、6,060百万円となり、前連結会計年度末と比べ390百万円の減少となりました。これは収益認識に

関する会計基準等の適用により利益剰余金の当期首残高が258百万円減少したこと及び配当金150百万円の支払、親

会社株主に帰属する四半期純利益13百万円の計上等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年８月５日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期

の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,861,273 1,877,615

受取手形及び売掛金 1,650,298 1,435,915

電子記録債権 514,682 385,578

仕掛品 1,925,786 1,316,703

原材料及び貯蔵品 194,440 244,377

その他 578,502 544,064

貸倒引当金 △1,640 △1,425

流動資産合計 6,723,344 5,802,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,453,508 1,400,520

土地 1,414,325 1,414,325

その他（純額） 53,805 101,509

有形固定資産合計 2,921,640 2,916,356

無形固定資産

その他 508,685 573,939

無形固定資産合計 508,685 573,939

投資その他の資産

その他 922,432 1,093,901

貸倒引当金 △20,069 △20,065

投資その他の資産合計 902,363 1,073,836

固定資産合計 4,332,688 4,564,132

資産合計 11,056,033 10,366,961
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,996,014 1,076,892

電子記録債務 422,476 1,068,163

短期借入金 133,838 41,677

未払法人税等 148,043 56,903

賞与引当金 - 192,204

製品保証引当金 2,397 2,462

工事損失引当金 52 269,237

その他 1,389,600 1,075,243

流動負債合計 4,092,423 3,782,784

固定負債

長期借入金 71,348 48,354

役員退職慰労引当金 247,550 265,834

退職給付に係る負債 186,666 190,335

その他 7,059 19,572

固定負債合計 512,623 524,096

負債合計 4,605,046 4,306,880

純資産の部

株主資本

資本金 329,304 329,304

資本剰余金 289,864 289,864

利益剰余金 5,761,978 5,367,369

自己株式 △232 △232

株主資本合計 6,380,914 5,986,305

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115,460 111,416

退職給付に係る調整累計額 △45,388 △37,641

その他の包括利益累計額合計 70,072 73,775

純資産合計 6,450,986 6,060,080

負債純資産合計 11,056,033 10,366,961
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 8,473,598 8,851,798

売上原価 5,483,698 6,264,865

売上総利益 2,989,900 2,586,933

販売費及び一般管理費 2,518,540 2,615,161

営業利益又は営業損失（△） 471,359 △28,228

営業外収益

受取利息 88 49

受取配当金 8,631 9,045

貸倒引当金戻入額 216 193

作業くず売却益 13,040 18,618

保険解約益 - 45,130

その他 10,054 9,768

営業外収益合計 32,030 82,807

営業外費用

支払利息 1,700 785

リース解約損 24 -

解決金 - 1,547

その他 2 5

営業外費用合計 1,728 2,338

経常利益 501,661 52,240

特別利益

固定資産売却益 - 100

特別利益合計 - 100

特別損失

固定資産除却損 700 708

投資有価証券評価損 637 646

特別損失合計 1,337 1,354

税金等調整前四半期純利益 500,324 50,985

法人税、住民税及び事業税 201,600 149,023

法人税等調整額 △31,932 △111,863

法人税等合計 169,667 37,160

四半期純利益 330,656 13,825

親会社株主に帰属する四半期純利益 330,656 13,825
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 330,656 13,825

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,721 △4,044

退職給付に係る調整額 6,950 7,746

その他の包括利益合計 25,671 3,702

四半期包括利益 356,327 17,528

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 356,327 17,528
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

１．工事契約に係る収益認識

従来の工事契約は、工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り収益を認識する方法に変更しております。なお、取引開始日から完全に履行義務が充足すると見込まれるまで

の期間がごく短い工事契約について、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第95項を適用し、完全に履行義

務を充足した時点で収益を認識する方法を採用しております。

２．工事損失引当金

従来、工事損失引当金の見積りにあたり、損失見込額から将来の保守契約による合理的な回収見込額を控除し

ておりましたが、収益認識会計基準第34項により、工事契約と保守契約が別個のサービスであると判断し、保守

回収見込額を控除せず、損失見込の総額を計上する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、利益剰余金の当期首残高が258,139千円減少し、当第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書に

おいて売上総利益が43,088千円増加し、営業損失が43,088千円減少、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそ

れぞれ43,088千円増加しております。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表へ与える影響

はありません。
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（会計上の見積りの変更）

（工事損失引当金の見積りの変更）

従来、工期が長期間にわたる工事物件については、大幅な仕様変更により受注金額及び原価が変動することが一

般的であるため、その損失の見積りが困難な面がありましたが、仕様変更による受注金額及び原価の変動実績に関

する十分な期間のデータが蓄積され、その分析を行った結果、決算日からの引き渡しが長期間となる物件について

も工事損失を合理的に見積ることが可能となりました。このため、第１四半期連結会計期間より見積りの変更を行

い、従来の見積額との差額を売上原価に計上しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の売上総利益が211,671千円減少し、営業損失が211,671千円増加、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ211,671千円減少しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高

外部顧客への売上高 5,797,041 2,286,553 8,083,595 390,002 8,473,598

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 13,036 13,036

計 5,797,041 2,286,553 8,083,595 403,039 8,486,634

　セグメント利益
　又は損失（△）

1,523,383 △55,031 1,468,352 36,347 1,504,699

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,468,352

「その他」の区分の利益 36,347

全社費用(注) △1,066,878

棚卸資産の調整額 6,538

その他の調整額 27,000

四半期連結損益計算書の営業利益 471,359

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

3,205,981 2,565,945 5,771,927 330,727 6,102,654

一定の期間にわたり移転さ
れるサービス

2,687,517 － 2,687,517 61,626 2,749,143

顧客との契約から生じる
収益

5,893,499 2,565,945 8,459,445 392,353 8,851,798

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 5,893,499 2,565,945 8,459,445 392,353 8,851,798

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 15,000 15,000

計 5,893,499 2,565,945 8,459,445 407,353 8,866,798

　セグメント利益
　又は損失（△）

1,361,640 △377,717 983,922 37,936 1,021,859

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 983,922

「その他」の区分の利益 37,936

全社費用(注) △1,124,380

棚卸資産の調整額 47,292

その他の調整額 27,000

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △28,228

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「自動ドア関連事業」のセグメント利益

が15,428千円増加、「建具関連事業」のセグメント損失が27,695千円減少、「その他事業」のセグメント利益が

35千円減少しております。

（工事損失引当金の見積りの変更）

会計上の見積りの変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より工事損失引当金の見積りの変更を行って

おります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「自動ドア関連事業」のセグメント利益

が83,947千円減少、「建具関連事業」のセグメント損失が126,860千円増加、「その他事業」のセグメント利益が

863千円減少しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


